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研究成果の概要（和文）： 北米地域の研究および調査では、日本で流通するコンテンツがほぼ

リアルタイムに海外でも受容・享受されている現状が明らかになった。またインターネット利

用者の多くを占める若年層においては、日本語はさほど大きな障害と考えられていない。日本

のポップカルチャー・コンテンツは、普遍的なジャンルとしての地位を確立しつつある段階に

すでに入っている。 

  

 
研究成果の概要（英文）： On-site researches in Northern American Area (U.S.A and Canada) 

has revealed the situation in which Japan’s pop culture contents are received and enjoyed 

without delay; Mainly they acquire information through internet where graphical interface 

can be supportive to non Japanese-speaking audience. Japanese pop culture has become 

conspicuous and popular throughout the world. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 日本のポピュラーカルチャーの代表的な
分野として、アニメやマンガを含む SF ファ
ンタジー・コンテンツが海外でどのように受
容・評価されているかについて、美学的・文
化史的な分析評価と、法・政策・マネジメン
トのレベルでの議論が別個に行われ、学際的
な連携が十分になされていなかった。 

(2) 海外での日本のポップカルチャー受容は、
比較文化論や美学的な観点からの研究対象

として、日本国内では十分に認知されている
とは言い難いという状況でもあった。 

 

２．研究の目的 

 なぜ日本のポップカルチャーがこれほど
世界中の若者を魅了しているのかを、現地調
査や文献その他の資料に基づいて、法的整備
やマネジメントの観点も加えながら検討す
ること、また海外の先進的な研究の成果を国
内に紹介することを目指した。 
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３．研究の方法 

 (1) 海外における日本の SF ファンタジ
ー・コンテンツの受容のありかたについて、
主に現地調査およびインタビューを通じて、
①～③の点を検証した 
 
①海外でのコンテンツ受容の現状：人気作
品・ジャンルの傾向、受容形態など 
②人気作品の作品分析と受容者の受容傾向 
③具体的な受容・享受の現状についての調
査・分析 
 
(2) 日本の SF ファンタジー・コンテンツの
美学的・文化史的文脈から、文献等を元に情
報を収集し、再検討を行った。 
 ①海外での受容・研究の成果の検討 
 ②日本人の視点からの日本の SF ファンタ
ジー・コンテンツの再評価 
 
 現地調査については、長澤と研究分担者の
立岡で、以下のように分担して行った。 
2009 年度: アメリカ・カナダ（長澤）、欧州

（立岡） 
2010 年度: イギリス・アメリカ（長澤）、欧

州（立岡） 
2011 年度: ニュージーランド、オーストラリ

ア（長澤） 
 
 2009 年度と 2010 年度は、以下の海外研究
者へのインタビューを含む。 
 
Christopher Bolton（米国・ウィリアムズ・
カレッジ准教授、現代日本文学・文化研究） 
Thomas LaMarre（カナダ・マギル大学教授、
日本文学・文化研究） 
Susan J. Napier（米国・タフツ大学教授、
近現代日本文化研究） 
Larry McCaffery（米国・サンディエゴ州立
大学名誉教授、現代文学・文化研究） 
Sinda Gregory 米国・サンディエゴ州立大学
名誉教授、現代文学・文化研究） 
 
４．研究成果 
（１）コンテンツ受容の手段 
 長澤が主として行った北米地域の研究お
よび調査では、日本で流通するコンテンツが
ほぼリアルタイムに海外でも受容・享受され
ている現状が明らかになった。その主な流通
経路としてはインターネットの普及による
ところが大きい。例えばカナダで発行されて
いる『Protoculture』という日本のアニメ、
マンガに関する同人雑誌は、次シーズンの新
作アニメ、最近人気の連載マンガなど、ほぼ
リアルタイムで日本の情報を掲載している。 
 またこれまで言語の壁が文化輸出に際し
ての大きな障壁と考えられていたが、インタ

ーネット利用者の多くを占める若年層にお
いては、GUI を備えたコンピュータが直感的
操作を可能とするために、日本語をさほど大
きな障害と考えていないことも重要な要素
である。 
 一方、立岡が担当した欧州地域の調査では、
民間ではなく政官主導でのコンテンツ産業
育成・保護が主流であることが明らかとなっ
た。日米の民間主導での産業発達と比べ、規
模は小さいもののコンテンツの権利保護な
どの点では優れた成果を上げている。 
 最近問題になりつつある東アジアでの不
正利用や海賊版等の問題に対処するための
一つのモデルとして、今後は欧州型の法制度
の整備が必要である。 
 
（２）人気コンテンツの傾向 
 さらにそのコンテンツについても、大手メ
ディアや企業による商業作品にとどまらず、
コミックマーケット等のみで流通している
同人作品がすでにポピュラーになっており、
旧来のメディア／コンテンツ産業はすでに
立ち遅れつつある。 
 主に欧米での人気作品と受容傾向を精査
してみると、幼児を含む年少者のあいだでは
「ポケットモンスター」「ドラゴンボール」
「BAKUGAN」など、日本でも人気のコンテン
ツが主流である一方、ティーンエイジャーに
なると最新の作品から同人作品まで、マニア
ックな享受が目立つようになる。 
 中村＆小野（2006）のような、旧来のメデ
ィアと流通に基づいた分析は、市場中心主義
の限界や新たなデジタルコンテンツと流通
のあり方への理解不足が浮き彫りとなる結
果となった。今後のポップカルチャー受容に
ついては、コミックマーケットなどの巨大な
同人市場も含め、アニメ、マンガを中心とし
た新たな文化ジャンルに展開していること
を念頭に置かなければならない。 
 
（３）今後の展望と結論 
 一方、日本のマンガ、アニメはすでに一つ
のスタイルとして認識されており、日本から
の輸入作品に加えて現地（北米）の作家によ
る創作もかなり広範囲に行われている。また
中国や韓国からの輸入作品も、日本とは比較
にならないくらいに流通している。日本のポ
ップカルチャー・コンテンツという枠を超え
て、普遍的なジャンルとしての地位を確立し
つつある段階にすでに入っている。 
 海外のアニメファンが日本語の歌をイン
ターネットの動画サイトで配信する現象が
近年当たり前のものとなりつつある。これは
ここ 2，3 年で顕著になった現象であり、こ
れまで日本の音楽が海外に展開することを
困難にしていると言われてきた「日本語」と
いう障壁が、軽々とクリアされている現状が



 

 

そこにはある。また 2011 年の夏にはトヨタ
自動車の北米向けのテレビコマーシャルで、
「初音ミク」というボーカロイド（架空のキ
ャラクターに歌を歌わせるコンピュータソ
フト）のキャラクターが登場し、最近は
Google のテレビ CM でも採用されるなど、こ
うした日本のコンテンツが音楽をも包含し
つつある状況も明らかになった。 
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